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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2020-14579(P2020-14579A)
【公開日】令和2年1月30日(2020.1.30)
【年通号数】公開・登録公報2020-004
【出願番号】特願2018-138324(P2018-138324)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月25日(2021.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技メダル投入口と、
　遊技メダル投入口から投入された遊技メダルが通過する通路中に設けられ、遊技メダル
を検知し得る検知手段Ａ、検知手段Ｂ、及び検知手段Ｃ（検知手段Ｂは、検知手段Ａより
下流側に位置し、検知手段Ｃは検知手段Ｂより下流側に位置する）と
　を備え、
　所定の状況にて、電源の供給が遮断される事象が発生した時から、当該電源の供給が遮
断される事象を検知し、電源断処理を実行する時までの期間の設計値をＴ１とし、
　所定の状況にて、遊技メダル投入口から遊技メダルが投入される場合における、当該遊
技メダルを検知手段Ａが検知する時から、当該遊技メダルを検知手段Ｃが検知する時まで
の期間の設計値をＴ２としたとき、
　Ｔ１＜Ｔ２となっている遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本態様に係る遊技機は、
　遊技メダル投入口と、
　遊技メダル投入口から投入された遊技メダルが通過する通路中に設けられ、遊技メダル
を検知し得る検知手段Ａ、検知手段Ｂ、及び検知手段Ｃ（検知手段Ｂは、検知手段Ａより
下流側に位置し、検知手段Ｃは検知手段Ｂより下流側に位置する）と
　を備え、
　所定の状況にて、電源の供給が遮断される事象が発生した時から、当該電源の供給が遮
断される事象を検知し、電源断処理を実行する時までの期間の設計値をＴ１とし、
　所定の状況にて、遊技メダル投入口から遊技メダルが投入される場合における、当該遊
技メダルを検知手段Ａが検知する時から、当該遊技メダルを検知手段Ｃが検知する時まで
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の期間の設計値をＴ２としたとき、
　Ｔ１＜Ｔ２となっている遊技機である。
＜付記＞
　尚、本態様とは異なる別態様について以下に列記しておくが、これらには何ら限定され
ることなく実施することが可能である。
　本別態様に係る遊技機は、
　所定条件を満たすと打ち止め機能が有効となるよう構成されており、
　打ち止め機能が有効であるときに特定条件を満たすと遊技の進行を停止する打ち止め処
理を実行可能に構成されており、
　複数種類の特定条件候補の中から少なくとも１つの特定条件候補を前記特定条件として
設定可能であるよう構成されており、
　前記特定条件候補として、所定の期間において獲得した遊技媒体数が所定数以上となっ
たことを有している
ことを特徴とする遊技機である。
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